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２
０
１
１
年
５
月
18
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
に

お
い
て
、
ボ
ハ
ー
ル
・
エ
ル
ヌ
ー
ハ
ン
ガ
リ
ー
共

和
国
特
命
全
権
大
使
よ
り
、
本
学
水
田
宗
子
理
事

長
へ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
よ
り"Pro Cultura 

H
ungarica"

が
、
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
の
文
化
勲
章
で
、
こ
れ
ま
で
社

団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
会
長
米
倉
弘
昌
氏
、

指
揮
者
小
林
研
一
郎
氏
な
ど
が
受
章
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
よ
り
、
本
学
教
職
員
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
か
ら
の
留
学
生
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
学
ん
だ
学

生
等
約
45
名
が
招
待
を
受
け
、
理
事
長
へ
の
文
化
勲

章
授
与
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 
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ボ
ハ
ー
ル
大
使
よ
り
、
こ
れ
は
、
学
校
法
人
城
西

大
学
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
の
教
育
交
流
な
ら
び

に
文
化
交
流
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
、

ま
た
、
シ
ョ
ー
ヨ
ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
前
大
統
領
の
来

学
を
記
念
し
て
「
大
統
領
来
学
記
念
水
田
宗
子
ハ
ン

ガ
リ
ー
奨
学
金
」
を
設
立
し
、
両
国
の
学
生
交
流
な

ら
び
に
人
材
育
成
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
て
の
こ
と
と
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
田
理
事
長
よ
り
、「
こ
れ
は
、
本
日
私
が
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
学
校
法
人
城
西
大
学
へ
頂
戴
し
た

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
両
国
の
学

生
の
交
流
と
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
」

ハンガリー共和国文化勲章の授与

JIU 井出さんよりお祝いのスピーチ

全員で記念撮影 学生から歌のサプライズプレゼント

水
田
理
事
長
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
よ
り
文
化
勲
章
授
与

日
時
：
２
０
１
１
年
５
月
18
日

場
所
：
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
大
使
館
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と
は
、
学
生
交
流
、
教
員
交
流
、
観
光
学
部
研
修
と

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ッ
ラ
ー
ニ
学
部
長

か
ら
、
水
田
理
事
長
へ
の
授
与
に
あ
た
っ
て
の
事
由

説
明
と
し
て
、
人
材
育
成
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
と

日
本
の
友
好
交
流
の
促
進
に
関
す
る
貢
献
、
研
究
者

と
し
て
の
業
績
、
大
学
経
営
者
と
し
て
の
業
績
な
ど

が
評
価
さ
れ
て
の
授
与
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

水
田
理
事
長
は
、
授
与
に
対
し
て
の
感
謝
、
こ
れ

ま
で
の
城
西
大
学
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
交
流
史
に
触

れ
、
今
後
、
さ
ら
に
友
好
に
力
を
尽
く
し
、
人
材
育

成
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

最
後
に
今
回
の
震
災
に
際
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
皆

さ
ん
か
ら
示
さ
れ
た
支
援
の
気
持
ち
に
深
く
感
謝
し

ま
す
と
お
礼
を
伝
え
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
、
名
誉

博
士
号
授
与
記
念
と
し
て
日
本
人
形
を
贈
呈
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

前
日
に
開
か
れ
た
名
誉
博
士
号
授
与
記
念
夕
食
会

に
お
い
て
は
、
ヴ
ィ
ッ
ラ
ー
ニ
学
部
長
、
グ
ー
ト
副

学
部
長
、
ヴ
ァ
シ
ャ
教
授
ら
が
夫
人
と
と
も
に
、
出

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
同
時
に
名
誉
博
士
号
を
授
与

さ
れ
る
南
ボ
ヘ
ミ
ア
大
学
の
学
長
一
行
と
と
も
に
セ

ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
学
生
に
よ
る
ハ
ン
ガ

リ
ア
ン
・
ダ
ン
ス
の
歓
迎
を
受
け
、
セ
ン
ト
・
イ

シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
の
美
し
い
庭
園
を
鑑
賞
し
な
が

ら
、
和
や
か
な
交
流
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し

た
。

と
の
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
大
学
院
生
の
井
出
麻
木
さ
ん
が
、

自
身
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
で
学
ぶ
機
会
を
得
ら

れ
た
の
も
こ
の
交
流
の
お
か
げ
で
あ
り
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
語
だ
け
で
な
く
多
く
の
も
の
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
披
露
し
つ
つ
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
よ
り
、
受
勲
の
お
祝

い
と
し
て
、
和
田
さ
や
か
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
、

リ
ス
ト
「
愛
の
夢
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
大
使
館
の
心
づ
く
し
の
美
味
し
い
ハ

ン
ガ
リ
ー
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
会
食
の
あ
い
だ
学

生
た
ち
と
歓
談
し
て
い
た
水
田
理
事
長
、
ボ
ハ
ー
ル

大
使
と
も
に
学
生
た
ち
の
言
語
の
上
達
ぶ
り
を
笑
顔

で
た
た
え
て
い
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
、
学
生
た

ち
が
全
員
で
、
力
を
合
わ
せ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
お

祝
い
の
歌
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
歌
い
、
参
加
し
た
み

な
さ
ん
を
と
て
も
あ
た
た
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
６
月
17
日
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー

ン
大
学
卒
業
式
に
お
い
て
、
水
田
宗
子
理
事
長
へ
名

誉
博
士
号
（
経
営
学
）
が
シ
ョ
ル
テ
ィ
学
長
よ
り
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学

セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
よ
り

水
田
理
事
長
へ
名
誉
博
士
号
授
与

日
時
：
２
０
１
１
年
６
月
17
日

場
所
：
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
、ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

名誉博士記

城
西
国
際
大
学
よ
り
ボ
ハ
ー
ル
・
エ
ル
ヌ
ー

駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
へ
名
誉
博
士
号
授
与

日
時
：
２
０
１
１
年
５
月
18
日

場
所
：
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
大
使
館

名誉博士記

名誉博士号授与式の会場

セント・イシュトバーン大学より名誉博士号授与

水田理事長スピーチ

　

２
０
１
１
年
５
月
18
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
に
お

い
て
、
大
使
館
、
本
学
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
に
お

力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
皆
様
、
城
西
大
学
・

城
西
国
際
大
学
教
職
員
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
留
学

生
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
学
ん
だ
学
生
約
45
名
参
加
の
も

と
、
城
西
国
際
大
学
卒
業
式
に
て
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
ボ
ハ
ー
ル
・
エ
ル
ヌ
ー
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
特

命
全
権
大
使
へ
の
城
西
国
際
大
学
名
誉
博
士
号
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
０
１
１
年
３
月
18
日
城
西
国
際
大
学

卒
業
式
に
て
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
授
与
式
が
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
も

の
で
す
。 

　

水
田
宗
子
理
事
長
よ
り
、
ボ
ハ
ー
ル
大
使
へ
の
城

西
国
際
大
学
名
誉
博
士
記
授
与
並
び
に
名
誉
教
授
授

与
を
行
い
、
続
い
て
石
田
城
西
国
際
大
学
副
学
長
よ
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り
授
与
理
由
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ボ
ハ
ー
ル
大
使
は
、
着
任
さ
れ
て
か
ら
の
４
年

間
、
学
校
法
人
城
西
大
学
へ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
統
領

の
来
学
実
現
に
尽
力
い
た
だ
き
、
東
京
・
ブ
ダ
ペ
ス

ト
間
を
つ
な
い
だ
遠
隔
授
業
の
実
施
、
本
学
「
大
統

領
来
日
記
念
水
田
奨
学
金
」
の
創
設
に
貢
献
。
さ
ら

に
は
、
今
日
の
本
学
の
広
範
囲
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
主
要

大
学
と
の
提
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
、
大
き
な

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
両
国
の
重
要

な
橋
渡
し
役
と
し
て
、
ま
た
、
両
国
の
若
者
に
向
け

た
教
育
お
よ
び
文
化
活
動
の
積
極
的
な
展
開
と
、
そ

こ
に
自
ら
が
積
極
的
に
参
加
し
、
日
本
と
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
交
流
の
促
進
、
ひ
い
て
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内

で
の
本
学
の
名
声
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
、
そ
の
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
授
与
と
な
り
ま
し
た
。

　

ボ
ハ
ー
ル
大
使
よ
り
、「
城
西
の
一
員
と
な
れ
て
、

本
当
に
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
日
本
︱
ハ

ン
ガ
リ
ー
、
そ
し
て
城
西
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

し
て
い
き
ま
す
。
授
業
で
城
西
国
際
大
学
を
毎
年
訪

ね
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
本
当
に
楽
し
み
で
す
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
名
誉
博
士
号
授
与
を
お
祝
い
し
、
両
大
学

学
生
代
表
が
ス
ピ
ー
チ
を
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
と
日

本
語
と
そ
れ
ぞ
れ
に
上
達
し
た
様
子
を
ボ
ハ
ー
ル
大

使
は
、
う
れ
し
そ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
９
月
３
日
、
城
西
国
際
大
学
の
秋
期

卒
業
式
に
お
い
て
、
中
国
・
天
津
外
国
語
大
学
の
学

長
で
あ
る
修
剛
先
生
へ
水
田
宗
子
理
事
長
よ
り
、
名

誉
博
士
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
剛
学
長
は
、
日
本
語
教
育
が
ご
専
門
で
、
中
国

に
お
い
て
現
在
で
は
数
少
な
い
日
本
関
係
ご
出
身
の

学
長
と
し
て
、
中
国
全
土
の
日
本
語
教
育
界
の
中
心

的
柱
と
し
て
、
大
変
に
ご
活
躍
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
１
９
９
９
年
に
、
天
津
外
国
語
学
院
学
長
に
就

任
、
同
学
院
の
拡
充
発
展
に
尽
力
し
、
２
０
１
０
年

に
は
、
同
学
院
を
総
合
大
学
へ
と
格
上
げ
す
る
と
い

う
大
変
に
困
難
な
事
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
実
績
は
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
第
一
人

者
と
し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

天
津
外
国
語
大
学
と
本
学
は
、
２
０
０
７
年
10
月

に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
大
学

院
、
学
部
に
学
生
が
学
び
に
き
て
お
り
、
ま
た
教
員

の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
で
学
ん

だ
学
生
た
ち
は
、
中
国
に
帰
国
後
、
大
学
教
員
、
大

学
国
際
交
流
担
当
、
保
険
会
社
、
一
流
ホ
テ
ル
な
ど

大
変
に
よ
い
就
職
を
得
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
も
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年

１
月
、
本
学
と
の
共
同
学
部
設
置
の
覚
書
が
交
わ
さ

れ
、
今
後
、
新
た
な
国
際
教
育
の
展
開
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本
学
と

深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
ま
た
中
国
に
お
け
る
日
本

贈呈したメダルを手に 城西国際大学からボハール大使へ名誉博士記授与

学生たちに囲まれて

名誉博士記の授与

修剛先生のスピーチ

城
西
国
際
大
学
よ
り
修
剛（
天
津
外
国
語
大
学
学
長
）先
生
へ

名
誉
博
士
記
授
与

日
時
：
２
０
１
１
年
９
月
３
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学

名誉博士記
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２
０
１
１
年
９
月
27
日
、
城
西
大
学
の
秋
期
卒
業

式
・
入
学
式
に
お
い
て
、
中
国
・
大
連
理
工
大
学
の

党
委
員
会
書
記
で
あ
る
張
徳
祥
先
生
と
日
中
協
会
常

任
顧
問
で
あ
る
村
井
隆
先
生
へ
水
田
宗
子
理
事
長
よ

り
、
名
誉
博
士
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
国
家
重
点
大
学
で
あ
り
ま
す
大
連
理
工
大
学

と
本
学
は
、
２
０
０
７
年
５
月
25
日
に
学
術
交
流
協

定
書
を
締
結
し
、〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟
水
田
宗
子
奨

学
金
、〝
向
坊
隆
記
念
〟
村
井
隆
奨
学
金
、
水
田
三
喜

男
記
念
文
庫
の
贈
呈
、
共
同
研
究
、
教
員
の
派
遣
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
、
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
デ
ュ

ア
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
置
、
学
生
の
交

換
、
社
会
人
特
別
研
修
な
ど
、
大
変
親
密
で
充
実
し

た
交
流
が
、
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
交
流

に
つ
き
ま
し
て
、
張
書
記
は
、
２
０
０
７
年
に
党
委

書
記
を
林
安
西
先
生
か
ら
引
き
継
が
れ
て
以
来
、
熱

意
を
も
っ
て
、
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
張
書
記
の
指
導
の
も
と
、
２
０
１
０
年

に
は
、
本
学
大
連
事
務
所
が
大
連
理
工
大
学
の
中
に

開
設
さ
れ
、
両
大
学
の
交
流
支
援
の
基
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
共
同
大
学
院
も
開
設
さ
れ
、
中
国

教
員
の
日
本
語
、
日
本
文
化
教
育
に
本
学
が
大
き
く

貢
献
し
、
教
員
同
士
の
交
流
も
大
変
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
張
先
生
が
、
ご
専
門
の
高
等

教
育
に
関
す
る
深
い
理
解
と
学
識
、
そ
し
て
国
際
的

な
視
点
に
よ
る
高
い
理
想
を
も
っ
て
、
指
導
な
ら
び

に
ご
支
援
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
業
績
を

も
っ
て
、
こ
の
た
び
の
名
誉
博
士
記
授
与
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
に
日
中
協
会
常
任
顧
問
の
村
井
隆
先
生
に
つ

い
て
で
す
が
、
１
９
８
６
年
に
水
田
清
子
名
誉
理

事
長
を
団
長
に
、
森
本
雍
憲
現
学
長
も
一
緒
に
中

国
・
吉
林
省
延
辺
大
学
を
訪
問
し
た
折
に
、
村
井

先
生
は
、
日
中
協
会
顧
問
と
し
て
一
行
を
率
い
て

く
だ
さ
り
、
日
中
大
学
間
で
初
め
て
と
い
う
学
術

交
流
協
定
書
の
調
印
式
を
人
民
大
会
堂
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
80
～
90
年
代

の
埼
玉
県
で
最
も
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
た

大
学
と
な
り
、
当
時
の
卒
業
生
た
ち
は
、
今
、
母

国
で
大
学
教
授
、
外
交
官
、
企
業
の
ト
ッ
プ
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
が
多
数
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
連
理
工
大
学
を
は
じ
め
、
大
連
地
区
に

お
け
る
交
流
、
北
京
、
広
東
、
天
津
、
瀋
陽
、
南

京
な
ど
中
国
各
地
の
大
学
交
流
推
進
に
際
し
、
適

切
な
助
言
と
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、
学
校
法
人

城
西
大
学
の
中
国
に
お
け
る
教
育
推
進
の
大
き
な

力
と
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
文
化
的
相
互

理
解
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
日
中
短
詩
協
会
に
関

し
て
も
、
理
解
と
支
援
を
い
た
だ
き
、
幅
広
い
貢

献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
に
敬

意
を
表
し
て
、
本
学
か
ら
の
名
誉
博
士
記
授
与
と

な
り
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、
名
誉
博
士
記
授
与
を
記
念
し
て

経
営
学
部
棟
の
前
に
３
本
の
ア
カ
シ
ア
を
植
樹
し
ま

し
た
。
ま
た
、
お
祝
い
に
集
ま
っ
た
大
連
理
工
大
学

か
ら
の
留
学
生
た
ち
と
、
張
書
記
、
村
井
先
生
は
、

大
学
で
の
学
業
や
生
活
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
歓
迎
昼
食
会
に
お
い
て
は
、
両
先
生
に
向
け
た

留
学
生
に
よ
る
流
暢
な
日
本
語
、
日
本
人
学
生
に
よ

る
流
暢
な
中
国
語
の
お
祝
い
の
ス
ピ
ー
チ
に
、
大
変

感
動
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
歓
迎
昼
食
会
で
は
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
共
和
国
か
ら
の
学
生
か
ら
新
入
学
生
に
向

け
た
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、
お
お
い
に
心
打
つ
も
の
で

し
た
。
お
ふ
た
り
は
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
合
唱
、
弓
道

部
演
武
な
ど
学
生
た
ち
の
活
動
を
見
学
さ
れ
、
学
生

と
の
交
流
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

張徳祥先生への名誉博士記授与

村井隆先生への名誉博士記授与

アカシアを植樹

城
西
大
学
よ
り
張
徳
祥（
大
連
理
工
大
学
党
委
員
会
書
記
）先
生
、

村
井
隆
先
生
へ
名
誉
博
士
記
を
授
与

日
時
：
２
０
１
１
年
９
月
27
日

場
所
：
城
西
大
学

名誉博士記

語
教
育
の
中
心
を
担
っ
て
お
ら
れ
る
修
剛
先
生
に
本

学
名
誉
博
士
号
を
授
与
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
本
学

に
と
り
ま
し
て
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

修
剛
学
長
は
、
大
変
に
光
栄
な
こ
と
で
、
今
日
か

ら
、
城
西
国
際
大
学
の
一
員
と
な
っ
た
こ
と
を
本
当

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
忘
れ
ら
れ
な
い
日
と
な
り

ま
し
た
と
お
礼
の
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
剛
先
生
の
名
誉
博
士
記
授
与
に
際
し
て
、
ま

た
、
駐
日
中
国
大
使
館
か
ら
孫
建
明
公
使
も
お
い
で

い
た
だ
き
、
す
ば
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
中
国
大
使
館
に
も
多
く
の
天
津
外
国
語
大
学

出
身
者
が
働
い
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
と
の

ほ
か
う
れ
し
い
と
の
お
話
で
し
た
。

　

記
念
晩
餐
会
で
は
、
本
学
学
生
に
よ
る
三
味
線
演

奏
や
、
留
学
生
た
ち
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
日

本
舞
踊
の
先
生
の
舞
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
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東
京
国
立
博
物
館
特
別
展「
写
楽
」に
本
学
美
術
館
所
蔵
２
点
を
貸
し
出
し

日
時
：
２
０
１
1
年
５
月
１
日
〜
６
月
12
日　
　

場
所
：
東
京
国
立
博
物
館　

　

２
０
１
１
年
６
月
18
日
、
城
西
大
学
の
新
た
な

水
田
美
術
館
の
建
設
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
近
世
版
画
の
色
と
技
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、

浮
世
絵
愛
好
者
や
研
究
者
ら
約
１
８
０
名
を
超
え
る

方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
浮
世
絵
や
近
世
絵

画
、
文
化
財
研
究
の
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
、
学
習
院
大
学
教
授
、
千
葉
市
美
術
館
館
長
・

小
林
忠
氏
、
千
葉
市
美
術
館
学
芸
課
長
・
田
辺
昌
子

氏
、
静
岡
県
立
美
術
館
学
芸
員
・
福
士
雄
也
氏
、
吉

備
国
際
大
学
教
授
・
下
山
進
氏
の
４
氏
を
お
招
き

し
、
江
戸
時
代
の
多
様
な
版
画
芸
術
に
つ
い
て
色
彩

と
技
法
の
観
点
か
ら
ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
水
田
美
術
館
の
設
計
者
で
あ
る

Studio SU
M

O

の
建
築
家Sunil Bald

氏
が
、
建

築
コ
ン
セ
プ
ト
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
小
林
氏
の
基

調
講
演
「
浮
世
絵
版
画
の
色
彩
表
現
」
で
は
、
浮
世

絵
版
画
の
歴
史
、
鈴
木
春
信
や
喜
多
川
歌
麿
な
ど
の

錦
絵
の
色
や
摺
り
技
法
に
つ
い
て
、
多
数
の
作
品
画

像
を
示
さ
れ
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
浮
世
絵
版
画
の
摺
り
の
実
演
会
で
は
、
ア

ダ
チ
版
画
研
究
所
の
中
山
周
氏
に
よ
る
解
説
の
も
と
、

摺
師
の
仲
田
昇
氏
に
よ
っ
て
、
写
楽
《
松
本
米
三
郎

の
け
は
い
坂
の
少
将
実
は
し
の
ぶ
》
の
摺
り
が
実
演

さ
れ
ま
し
た
。
正
面
摺
な
ど
高
度
な
技
法
も
披
露
さ

れ
、
聴
講
者
か
ら
多
数
、
質
問
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
で
は
、
田
辺
氏
が
「
錦
絵
創
始
期
の

色
と
流
通
―
鈴
木
春
信
を
中
心
に
―
」、
福
士
氏
が

「
上
方
版
画
と
伊
藤
若
冲
」、
下
山
氏
が
「
文
化
財
非

破
壊
分
析
法
に
よ
る
浮
世
絵
版
画
の
色
材
調
査
」
と

題
し
、
江
戸
の
浮
世
絵
や
上
方
の
版
画
、
そ
の
色
彩

や
技
法
、
絵
具
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て
、
最
新
の
研

究
成
果
を
ご
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
城
西
国
際
大
学
国
際
人

文
学
部
国
際
文
化
学
科
・
門
脇
む
つ
み
准
教
授
の
進

行
の
も
と
、
聴
講
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
答
え

る
形
で
お
こ
な
わ
れ
、
江
戸
と
上
方
の
版
画
の
違
い

な
ど
、
４
氏
の
ご
見
解
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
充
実

し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
、

11
月
末
竣
工
予
定
の
城
西
大
学
水
田
美
術
館
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
好
機
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
聴
講

さ
れ
た
皆
様
は
、
浮
世
絵
を
は
じ
め
と
す
る
近
世
版
画

に
つ
い
て
、
技
術
の
面
か
ら
見
た
多
様
性
や
奥
深
さ
に

考
え
を
巡
ら
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
魅
力
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小林忠氏による基調講演「浮世絵版画の色彩表現」

摺師 仲田昇氏による写楽《松本米三郎のけはい坂の少将実はしのぶ》摺りの実演

ディスカッションの様子

東洲斎写楽《嵐龍蔵の奴浮世又平》
寛政6年（1794）、細判錦絵

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
45
周
年
事
業
・
城
西
大
学
水
田
美
術
館

建
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
世
版
画
の
色
と
技
」

日
時
：
２
０
１
1
年
６
月
18
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

上
野
の
東
京
国
立
博
物
館
で
５
月
１
日
か
ら
６
月
12

日
ま
で
開
催
の
特
別
展
「
写
楽
」
に
、
学
校
法
人
城
西

大
学
水
田
美
術
館
所
蔵
の
東
洲
斎
写
楽
の
錦
絵
２
点
が

出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。《
岩
井
喜
代
太
郎
の
鷺
坂
左
内

妻
藤
波
と
坂
東
善
次
の
鷲
塚
官
太
夫
の
妻
小
笹
》
は
、

無
名
の
写
楽
が
28
枚
の
豪
華
な
雲
母
摺
の
大
首
絵
で
突

然
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
第
１
期
の
う
ち
、
現
存
数
の

稀
な
１
図
で
す
。《
嵐
龍
蔵
の
奴
浮
世
又
平
》
は
役
柄

の
性
格
を
全
身
で
表
し
た
第
２
期
の
優
品
。
写
楽
作
品

の
中
で
も
２
点
は
と
り
わ
け
貴
重
で
あ
る
た
め
、
東
京

国
立
博
物
館
か
ら
本
学
へ
貸
し
出
し
の
依
頼
が
あ
っ
た

も
の
で
す
。

　

写
楽
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
空
前
絶
後
の
展
覧
会

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

東洲斎写楽《岩井喜代太郎の鷺坂左
内妻藤波と坂東善次の鷲塚官太夫の
妻小笹》寛政6年（1794）、大判錦絵
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国
際
交
流
活
動

　

２
０
１
１
年
５
月
17
日
に
城
西
大
学
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ス

カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
奨
学
生
授
与
式
が
城
西
大
学
坂
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
奨
学
生
制
度
は
、
大
連
理
工
大
学
管
理
学
院

か
ら
、
本
学
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
留

学
生
（
毎
年
５
名
）
を
対
象
に
、
本
学
大
学
院
経
営

学
研
究
科
で
の
１
年
間
の
勉
学
を
奨
励
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
で
は
、
水
田
理
事
長
を
は
じ
め
、
学
長
、

各
学
部
長
、
研
究
科
長
な
ど
多
数
が
出
席
し
、
５
名

の
留
学
生
に
対
し
、
本
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

代
表
と
し
て
、
白
海
玉
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
決
意
と
今
後
の
意
気
込
み
な
ど
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
、
１
年
間
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

城
西
大
学
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
２
０
０
９

年
２
月
に
、
学
校
法
人
城
西
大
学
と
大
連
理
工
大

学
管
理
学
院
と
の
間
で
、「
１
＋
１
」
の
デ
ュ
ア
ル

デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
協
約
が
締
結
さ

れ
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
城
西

大
学
と
大
連
理
工
大
学
の
両
方
の
修
士
の
学
位
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
か
ら
も
、
中
国
ビ
ジ
ネ

ス
に
興
味
の
あ
る
多
く
の
方
々
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
５
月
29
日
、
訪
問
先
の
大
連
に
お
い

て
、
第
１
回
城
西
大
連
・
東
北
学
友
会
懇
親
会
を
開

授与式の様子

城
西
大
連
・
東
北
学
友
会
懇
親
会
を
大
連
に
て
開
催

日
時
：
２
０
１
1
年
５
月
29
日

場
所
：
大
連
、中
華
人
民
共
和
国

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
７
月
22
日
、
産
学
官
協

働
事
業
や
海
外
の
大
学
と
の
共
同
研
究
な
ど
の
拠
点

と
な
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
同
日
、
東
京
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
21
世
紀
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

は
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
水
田
宗
子
理
事
長
が
「
城
西
大
学
・

城
西
国
際
大
学
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
軸

に
21
世
紀
型
の
大
学
と
し
て
教
育
や
研
究
に
力
を
注

ぎ
、
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
育

成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
に
広
く
貢
献
す
る
責

任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
設
置
の
目
的
で
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
清
成
忠
男
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
顧

問
が
「
大
学
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
と

発
展
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。「
チ
ー
ム
に

よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
、
ひ
と
つ
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
と

い
う
普
及
過
程
と
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
教

育
・
研
究
が
重
要
で
す
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
土
居
征
夫
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
所

長
が
、「
21
世
紀
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
条
件
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
が
今
後
取
り
組
む
課
題
と
し
て
、
①
新
し

い
地
域
福
祉
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
②
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
養
成
な
ど
を
挙
げ
、
本
学
で
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

学
生
や
企
業
・
大
学
関
係
者
や
政
財
官
界
な
ど
か

ら
約
１
６
０
人
が
来
場
し
、
会
場
の
地
下
ホ
ー
ル
は

満
員
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
社
会
的
・
経
済
的
な
新

し
い
価
値
の
創
造
を
意
味
す
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

イノベーションセンター清成顧問の講演の様子

講演するイノベーションセンター土居所長

学
校
法
人
城
西
大
学 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念

講
演
会「
21
世
紀
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
」開
催

日
時
：
２
０
１
1
年
７
月
22
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

城
西
大
学
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
奨
学
生
授
与
式

日
時
：
２
０
１
1
年
５
月
17
日

場
所
：
城
西
大
学
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２
０
１
１
年
５
月
30
日
、
中
国
大
連
理
工
大
学
に

お
い
て
〝
向
坊
隆
記
念
〟
村
井
隆
奨
学
金
、〝
水
田

三
喜
男
記
念
〟
水
田
宗
子
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
連
理
工
大
学
大
学
院
副
院
長
宋
丹
教
授

の
開
会
の
辞
に
続
き
、
村
井
隆
顧
問
な
ら
び
に
水
田

宗
子
理
事
長
よ
り
、
奨
学
生
に
選
ば
れ
た
学
生
た
ち

に
奨
学
金
を
授
与
し
ま
し
た
。
水
田
理
事
長
は
「
昨

日
、
学
友
会
に
お
い
て
こ
の
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
た

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
が
、
ど
の
よ
う
な
活
躍
を
し
て

い
る
か
を
直
接
会
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
で
学
ん
だ
卒
業
生
た

ち
は
も
と
よ
り
、〝
向
坊
隆
記
念
〟
村
井
隆
奨
学
金
、

〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟
水
田
宗
子
奨
学
金
の
授
与
を

受
け
た
奨
学
生
た
ち
、
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
卒
業
生
た
ち
、

日
中
連
携
大
学
院
の
先
生
・
学
生
た
ち
が
、
大
連
在

住
の
卒
業
生
だ
け
で
な
く
、
遠
く
瀋
陽
か
ら
も
か
け

つ
け
て
く
れ
、
出
席
者
は
60
名
を
超
え
大
変
に
ぎ
や

か
な
パ
ー
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
全
員

一
言
ず
つ
挨
拶
を
行
い
、
欧
米
・
中
国
の
大
学
教
員

と
し
て
、
中
国
の
多
国
籍
企
業
の
幹
部
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
我
々
も
感
激
ひ
と
し
お

で
し
た
。

　

冒
頭
、
30
年
に
も
お
よ
ぶ
大
連
と
の
教
育
交
流
に

尽
力
い
た
だ
い
た
本
学
顧
問
の
村
井
隆
氏
よ
り
挨
拶

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
両
国
の
教
育
を
受
け
た
学
生

が
す
ば
ら
し
く
成
長
し
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
ら
れ

て
、
感
無
量
で
あ
る
と
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
喜

び
を
あ
ふ
れ
さ
せ
ま
し
た
。
会
場
に
い
る
誰
も
が
あ

ら
た
め
て
そ
の
思
い
を
感
じ
と
り
、
こ
の
交
流
を
繋

げ
て
い
か
ね
ば
と
い
う
強
い
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
場
で
大
連
理
工
大
学
の
杜
鳳
剛
先
生

か
ら
大
連
学
友
会
会
長
と
し
て
、
ま
た
、
大
連
市
政

府
副
秘
書
長
（
本
学
客
員
教
授
）
の
于
濤
先
生
か
ら

も
大
連
外
国
語
学
院
学
友
会
会
長
の
お
立
場
か
ら
、

ご
挨
拶
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
も
大
変
う
れ
し
い
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
城
西
大
学
の
学
友
会

が
、
大
連
の
学
友
会
の
一
部
と
し
て
、
連
携
を
取
り

な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
今
後

の
活
動
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

学友会懇親会の様子

〝
向
坊
隆
記
念
〟村
井
隆
奨
学
金
、

〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟水
田
宗
子
奨
学
金
授
与
式
な
ら
び
に

水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
第
７
次
贈
呈
式
開
催

日
時
：
２
０
１
1
年
５
月
30
日

場
所
：
大
連
理
工
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

大
変
な
感
激
で
し
た
。
み
な
さ
ん
方
も
勉
学
に
励
ん

で
、
日
中
両
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
人
材
に
な
っ

て
く
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

　

奨
学
生
を
代
表
し
て
許
翼
さ
ん
が
「
伝
統
の
あ
る

奨
学
金
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
大
変
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。
国
境
を
越
え
て
支
援
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
深
く
感
謝
を
す
る
と
と
も
に
そ
の
気
持
ち

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
研
究
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
」

と
感
謝
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

奨
学
金
授
与
式
に
引
き
続
き
、
水
田
三
喜
男
記
念

文
庫
第
７
次
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
城
西
大

学
福
島
和
伸
教
務
部
長
に
よ
る
趣
旨
説
明
の
後
、
文

庫
が
設
置
さ
れ
て
い
る
大
連
理
工
大
学
管
理
学
院
蘇

敬
勤
院
長
へ
「
水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
」
の
目
録
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
の
直
後

で
あ
る
た
め
、
危
機
管
理
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関

連
、
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
連
の
著
書
を
特
に

集
め
て
お
送
り
し
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
連
理
工
大
学
側
か
ら
出
席
し
た
寧
桂
玲

副
学
長
が
、「
自
分
も
第
１
回
目
の
〝
向
坊
隆
記
念
〟

村
井
隆
奨
学
金
を
得
た
奨
学
生
で
し
た
の
で
、
昨
年

に
引
き
続
き
こ
の
場
に
立
ち
会
え
て
う
れ
し
い
。
み

な
さ
ん
に
は
、
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
終
了
し
ま
し
た
。

水田奨学生へ奨学金の授与

　

２
０
１
１
年
５
月
30
日
、
中
国
・
大
連
理
工
大
学

で
日
中
連
携
博
士
課
程
の
第
２
回
入
学
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
と
の
連
携
大
学
で
あ
る
大
連
理
工

大
学
・
大
連
外
国
語
大
学
・
東
北
大
学
の
中
国
３
大

学
か
ら
教
員
も
参
列
し
、
新
入
生
10
名
を
迎
え
ま
し

た
。

　

杜
鳳
剛
大
連
理
工
大
学
外
国
語
学
院
院
長
、
陳
岩

大
連
外
国
語
学
院
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
挨
拶

の
の
ち
、
水
田
宗
子
理
事
長
よ
り
す
べ
て
の
学
生
に

入
学
許
可
書
が
手
渡
さ
れ
、
学
生
た
ち
は
緊
張
の
面

持
ち
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
学
者
を
代
表
し
て
大
連
外
国
語
大
学
の
劉
暁
華

（
大
連
外
国
語
学
院
日
本
語
学
院
准
教
授
）
が
「
日

本
で
未
曾
有
の
惨
事
が
起
き
た
３
月
11
日
の
翌
日
、

ま
だ
成
田
空
港
が
あ
い
て
い
な
い
と
い
う
情
報
が
中

国
へ
も
入
っ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
12
日
の
成
田
発

の
第
一
便
と
な
っ
た
大
連
行
の
飛
行
機
で
城
西
国
際

日
中
連
携
大
学
院　

第
２
回
入
学
式
開
催

日
時
：
２
０
１
1
年
５
月
30
日

場
所
：
大
連
理
工
大
学
、中
華
人
民
共
和
国
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２
０
１
１
年
５
月
30
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団

長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
大
連
訪
問
団
一
行
は
、

大
連
理
工
大
学
の
張
徳
祥
党
委
書
記
を
表
敬
訪
問
し
、

水
田
理
事
長
と
張
書
記
の
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

張
書
記
か
ら
、
大
連
理
工
大
学
と
学
校
法
人
城
西

大
学
と
の
交
流
活
動
が
、
本
学
の
姉
妹
校
の
中
で

も
っ
と
も
親
密
に
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
水
田
理
事
長
は
、
両
校
の
あ
い
だ
で
、

Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
、
日
中
連
携
博
士
課
程
、
学
部
間
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
へ
、
張
書

記
を
は
じ
め
、
大
連
理
工
大
学
の
関
係
の
先
生
方
の

お
力
添
え
の
お
か
げ
と
深
い
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
張
書
記
か
ら
、
今
年
度
の
城
西
大
学
名
誉

博
士
号
を
授
与
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
城
西
大
学
を
お
訪
ね

す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
と
の
発
言
が
あ

り
、
訪
問
し
た
一
行
全
員
か
ら
笑
顔
と
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
５
月
31
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長

と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
大
連
訪
問
団
一
行
は
、
大

連
外
国
語
学
院
に
柳
振
万
書
記
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

柳
書
記
か
ら
は
、
旅
順
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
の
歓
迎
、

そ
し
て
大
連
外
国
語
学
院
の
学
生
た
ち
が
多
く
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
で
学
び
、
大
き
く
成
長
し
て
帰
っ

て
き
て
い
る
こ
と
へ
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
田
理
事
長
か
ら
、
柳
書
記
に
は
、
本
年
４
月
の

城
西
大
学
に
て
名
誉
博
士
号
を
授
与
す
る
予
定
で
し

た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め
延
期
と
な
っ
て
お
り
、

調
整
の
う
え
、
１
日
も
早
く
本
学
へ
お
い
で
い
た
だ

き
た
い
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
連
外
国
語

学
院
か
ら
本
学
へ
留
学
し
て
い
る
学
生
た
ち
の
学
生

生
活
の
報
告
、
大
連
市
に
よ
る
城
西
・
大
連
福
祉
人

材
育
成
奨
学
金
に
よ
る
学
生
た
ち
の
様
子
な
ど
が
、

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
大
連
市
の
福
祉
人
材

育
成
奨
学
制
度
を
記
念
し
た
福
祉
関
係
の
著
書
、
な
ら

び
に
キ
ッ
ズ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
分
室
用
に
と
絵
本

が
、
水
田
理
事
長
よ
り
柳
書
記
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
の
専
門
家
で
も
あ
る
柳
書
記
と
の
話
の
中

で
、
両
大
学
で
、「
日
中
観
光
辞
典
」
を
作
成
す
る
こ
と

も
決
ま
り
ま
し
た
。
早
速
担
当
も
決
ま
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
動
き
出
し
ま
し
た
。完
成
が
楽
し
み
に
待
た
れ
ま
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
一
行
は
、
２
０
１
１
年
５
月
31
日
李
万
才
大
連

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
連
理
工
大
学
、
大
連
外
国
語
学
院
の
首
脳
も
同

席
し
た
会
見
の
場
に
お
い
て
は
、
李
市
長
に
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
と
両
大
学
の
非
常
に
幅
広
い
学

生
交
流
、
城
西
大
連
・
福
祉
人
材
育
成
奨
学
金
の
こ

と
、
大
連
市
に
あ
る
企
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
共

同
研
究
も
す
す
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
報
告

が
な
さ
れ
、
市
長
も
日
中
の
大
学
交
流
が
盛
ん
な
こ

大連理工大学張書記　表敬訪問

大連外国語学院柳書記表敬訪問

大
連
理
工
大
学
張
徳
祥
党
委
書
記
を
表
敬
訪
問

日
時
：
２
０
１
1
年
５
月
30
日

場
所
：
大
連
理
工
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

大
連
外
国
語
学
院
柳
振
万
書
記
を
表
敬
訪
問

福
祉
関
係・絵
本（
キ
ッ
ズ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
分
室
）贈
呈

日
時
：
２
０
１
1
年
５
月
31
日

場
所
：
大
連
外
国
語
学
院
、中
華
人
民
共
和
国

李
万
才
大
連
市
長
を
表
敬
訪
問

日
時
：
２
０
１
1
年
５
月
31
日

場
所
：
大
連
市
政
府
、中
華
人
民
共
和
国

大
学
の
先
生
方
が
入
試
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
日
中
連
携
大
学
院
に
か
け
る
情
熱
が
伝
わ

り
、
我
々
も
大
変
な
緊
張
と
喜
び
と
で
こ
の
場
に
参

加
し
て
お
り
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
皆
様
の
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
り
通
し
た

い
」
と
挨
拶
し
、
出
席
者
の
心
を
お
お
い
に
感
動
さ

せ
ま
し
た
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
は
「
今
年
は
２
年
目
と
い
う
こ

と
で
、
さ
ら
に
順
調
に
授
業
や
指
導
が
行
っ
て
い
け

る
と
思
い
ま
す
。
博
士
号
の
取
得
は
大
変
な
こ
と
で

す
が
、
先
生
方
と
と
も
に
ど
う
い
う
未
来
が
考
え
ら

れ
る
か
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

日中連携大学院新入生へ証書授与
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と
を
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
行
し
た
本
法
人
顧
問
を
務
め
る
村
井
隆
氏
は
、

社
団
法
人
日
中
協
会
常
任
顧
問
、
大
連
市
名
誉
市

民
、
お
よ
び
大
連
理
工
大
学
名
誉
教
授
で
も
あ
り
ま

す
。
村
井
氏
は
、
こ
れ
ま
で
「
日
中
ア
カ
シ
ア
懇
談

会
」、「
キ
ヤ
ノ
ン
杯
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
」
と
「
岩
谷
杯
溶
接
技
能
試
合
」
な
ど
、
大
連
と

日
本
の
友
情
を
深
め
、
大
連
の
経
済
、
文
化
事
業
の

発
展
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
、
大
連
に
大
き
な

貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
た
方
で
す
。
そ
の
功
績
に
対

し
、
市
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

李
万
才
市
長
は
、「
現
在
、
大
連
市
は
す
で
に
高
度

発
展
の
段
階
に
入
り
、
東
北
の
古
い
工
業
基
地
の
振

興
と
全
域
の
都
市
化
の
発
展
戦
略
は
、
国
際
投
資
家

の
た
め
に
大
き
な
舞
台
を
提
供
し
て
い
る
。
城
西
大
学

の
皆
さ
ん
方
が
、
こ
れ
か
ら
も
大
連
の
発
展
に
関
心

を
持
っ
て
、
積
極
的
に
日
本
と
大
連
の
大
学
と
の
教

育
連
携
を
進
め
、
双
方
の
人
材
交
流
を
強
化
し
て
も
ら

い
た
い
と
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
５
月
31
日
、
日
中
短
詩
協
会
の
関
係

者
で
あ
る
水
田
宗
子
理
事
長
、
村
井
隆
顧
問
、
大
連

外
国
語
学
院
陳
岩
先
生
、
大
連
理
工
大
学
杜
鳳
剛
先

生
、
大
連
外
国
語
学
院
劉
利
國
先
生
、
城
西
国
際
大

学
欒
殿
武
先
生
の
出
席
を
得
て
、
２
０
０
８
年
に
始

ま
っ
た
日
中
短
詩
協
会
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
同
人

誌
『
カ
リ
ヨ
ン
通
り
』
の
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
本
に
お
け
る
２
０
１
１
年
５
月
11
日

「
東
日
本
大
震
災
」
の
あ
と
で
し
た
の
で
、
今
回
の

震
災
の
こ
と
だ
け
に
限
ら
ず
、「
災
害
と
文
学
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
人
が
こ
れ
ま
で
の
人
生
に
お
け
る
戦

災
や
災
害
文
学
に
つ
い
て
な
ど
思
う
こ
と
を
一
人
ず

つ
述
べ
ま
し
た
。
今
回
は
震
災
の
被
害
と
津
波
の
映

像
が
、
中
国
で
も
同
時
期
に
放
映
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
大
き
な
災
害
に
つ
い
て
国
境
を
越
え
て
、

大
き
く
心
を
痛
め
、
自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
を
自

身
に
問
う
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

座
談
会
の
ま
と
め
は
、『
カ
リ
ヨ
ン
通
り
』
７
号
に
掲

載
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、
今
回
の
災
害
を
テ
ー
マ
に
各
人

が
エ
ッ
セ
イ
も
し
く
は
詩
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
中
短
詩
協
会 

第
２
回
カ
リ
ヨ
ン
通
り
座
談
会
開
催

日
時
：
２
０
１
1
年
５
月
31
日

場
所
：
大
連
、中
華
人
民
共
和
国

　

２
０
１
１
年
６
月
15
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
以
下

７
名
の
訪
問
団
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト

に
あ
る
カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
・
改
革
派
大

学
を
訪
問
し
、
学
術
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ッ
ラ
・
ピ
ー
タ
ー
学
長
は
、
調
印
に
あ
た
り
、
日

本
語
教
育
に
お
い
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
本

学
で
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
学
生
た
ち
が
、
城
西
大

学
で
、
さ
ら
に
実
践
的
か
つ
意
義
深
い
教
育
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
深
く
感
謝
し
ま
す
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

水
田
理
事
長
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
幅
広
い
交
流
は
、

本
学
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
す
。
日
本
語
だ
け

で
な
く
日
本
文
化
や
伝
統
を
学
べ
る
教
育
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
多
く
の
学
生
が
、
本
学
に
学
び
に

き
て
く
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
と
述
べ
ま
し
た
。

　

カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
・
改
革
派
大
学
は

１
８
５
５
年
に
設
立
さ
れ
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト
改
革
派
神
学

ア
カ
デ
ミ
ー
が
前
身
と
な
り
、
１
９
９
３
年
に
ハ
ン

ガ
リ
ー
改
革
派
教
会
の
後
押
し
で
神
学
部
以
外
の
学

部
も
含
め
た
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
た
伝
統
あ
る
大

学
で
す
。
１
９
９
５
年
に
は
人
文
学
部
に
日
本
語
学

科
を
設
立
、
約
80
名
の
学
生
が
日
本
語
を
学
ん
で
い

ま
す
。
既
に
同
学
出
身
の
学
生
が
国
費
留
学
生
と
し

て
城
西
国
際
大
学
に
学
び
、
現
在
人
文
科
学
研
究
科

博
士
課
程
に
在
籍
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
９
月
よ

り
、
協
定
後
初
め
て
水
田
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
材
育
成
奨

学
生
に
選
ば
れ
た
学
生
１
名
を
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ

ア
学
部
に
迎
え
る
予
定
で
す
。『
日
本
語
』
を
足
が
か

り
と
し
て
、
今
後
様
々
な
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
・
改
革
派
大
学
と

学
術
交
流
協
定
締
結

日
時
：
２
０
１
1
年
６
月
15
日

場
所
：
カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
・
改
革
派
大
学
、ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

カーロリ・ガーシュパール・改革派大学調印

　

２
０
１
１
年
６
月
15
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
以
下

７
名
の
訪
問
団
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
都
ブ
ダ
ペ
ス

コ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時
：
２
０
１
1
年
６
月
15
日

場
所
：
ブ
ダ
ペ
ス
ト
・
コ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
大
学
、ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

李万才大連市長表敬訪問

カリヨン通り座談会
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２
０
１
１
年
６
月
15
日
、
伊
藤
哲
雄
在
ハ
ン
ガ

リ
ー
日
本
国
大
使
の
お
招
き
で
、
大
使
公
邸
で
の
昼

食
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
昼
食
会
に
は
、
セ
ル
ダ
ヘ

イ
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
外
務
省
ア
ジ
ア
局
長
や
シ
ュ

デ
ィ
・
ゾ
ル
タ
ン
元
駐
日
大
使
（
本
学
客
員
教
授
）、

本
学
姉
妹
校
関
係
か
ら
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
ヒ

ダ
シ
学
部
長
ら
が
参
加
さ
れ
た
ほ
か
、
昨
年
11
月
に

本
学
を
訪
問
さ
れ
た
マ
ー
ル
ト
ン
・
ア
ッ
テ
ィ
ラ
日

本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
友
好
議
連
副
会
長
も
多
忙
な
日
程

を
ぬ
っ
て
駆
け
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ト
の
中
心
地
に
あ
る
ブ
ダ
ペ
ス
ト
・
コ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス

大
学
を
訪
問
し
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
、
セ
ン
ト
・

イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
、
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ー
ラ

ン
ド
大
学
、
ニ
ー
レ
ジ
ハ
ー
ザ
大
学
、
そ
し
て
同
日

協
定
を
締
結
し
た
カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
・

改
革
派
大
学
に
続
い
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
６
校
目
と

な
る
学
術
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
に
あ
た
り
、
タ
マ
ス
・
メ
ー
サ
ー
ロ

シ
ュ
学
長
は
、
協
定
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
、
本
学
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に

深
く
感
謝
を
し
て
い
ま
す
、
本
学
は
、
英
語
で
の
教

育
も
強
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
本
学
へ
も
学

生
が
い
ら
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。
水
田
理
事
長
は
、
こ
の
よ
う
に
歴

史
の
息
づ
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
大
変
感
銘
を
受
け
ま

し
た
、
今
日
の
協
定
を
も
っ
て
、
今
後
は
、
共
同
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

が
で
き
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す
と
述
べ
ま
し

た
。
９
月
か
ら
本
学
へ
く
る
学
生
た
ち
も
参
加
し
、

和
や
か
な
懇
談
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ダ
ペ
ス
ト
・
コ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
大
学
は
１
９
２
０

年
に
設
立
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
学
経
済
学
部
を
前

身
と
す
る
名
門
大
学
で
、
現
在
は
経
済
学
部
、
経
営

学
部
、
食
物
学
部
、
園
芸
学
部
、
緑
地
学
部
、
行

政
学
部
、
社
会
学
部
か
ら
な
り
、
約
１
７
０
０
０

名
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
特
に
経
済
学
部
は
、

２
０
０
９
年
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
タ
イ
ム
ズ
紙
の
評

価
で
欧
州
内
第
６
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま

す
。
授
業
は
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で

行
わ
れ
て
お
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
外
か
ら
の
学
生
が

増
加
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
同
大
学
か
ら
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
共
和
国
大
統
領
訪
問
記
念
・
水
田
ハ
ン
ガ

リ
ー
奨
学
生
が
２
名
選
出
さ
れ
て
お
り
、
９
月
よ
り

城
西
大
学
経
営
学
部
、
城
西
国
際
大
学
観
光
学
部
に

て
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
受
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
、
伊
藤
大
使
か
ら
は
本
学
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の

取
り
組
み
へ
の
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
セ
ル
ダ
ヘ

イ
局
長
か
ら
は
、
今
後
も
本
学
の
取
り
組
み
に
協
力

を
惜
し
ま
な
い
旨
の
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
マ
ー
ル
ト
ン
議
員
か
ら
は
、
本
学
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
短
期
研
修
に
際
し
、
ご
自
身
の
郷
里
で
あ

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
有
名
な

ハ
イ
ド
ゥ
ー
ソ
ボ
ス
ロ
ー
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し

た
い
と
の
具
体
的
な
ご
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
本
学
側
か
ら
は
、
２
０
０
７
年
以
来
に

活
発
化
し
た
本
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
各
大
学
と
の
学
生
交

流
や
本
学
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
教
育
の
現
状
、
今
後
の
教

育
、
研
究
面
で
の
関
係
強
化
の
意
向
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
や
日
本
外
務
省
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
各
大
学
の
協
力
に
感
謝
の
念
を
伝
え
ま
し
た
。

コルヴィヌス大学調印

在
ハ
ン
ガ
リ
ー
日
本
国
大
使
表
敬
訪
問

日
時
：
２
０
１
1
年
６
月
15
日

場
所
：
在
ハ
ン
ガ
リ
ー
日
本
国
大
使
公
邸
、ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

　

２
０
１
１
年
６
月
15
日
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
を

訪
問
し
ま
し
た
。
す
で
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
と

は
、
学
生
の
受
け
入
れ
、
本
学
か
ら
の
研
修
受
け
入

れ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
交
流
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
理
事
長
を
は
じ
め
訪
問
団
が
到
着
し
た

と
き
に
、
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
た
ち
が
並
ん
で
出
迎

え
、
水
田
理
事
長
の
『
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
の
夏
休

み
』
か
ら
詩
を
暗
記
し
て
朗
読
し
て
く
れ
ま
し
た
。

哀
し
い
詩
で
あ
る
た
め
、
佐
藤
紀
子
教
授
、
セ
ー
カ

チ
・
ア
ン
ナ
教
授
に
も
相
談
し
な
が
ら
皆
で
い
ろ
い

ろ
と
考
え
た
結
果
、
服
装
を
黒
に
統
一
し
、
順
番
や

読
み
方
も
い
ろ
い
ろ
と
考
え
、
何
度
も
練
習
し
た
そ

う
で
す
。
あ
た
た
か
く
、
非
常
に
心
の
こ
も
っ
た
朗

読
劇
が
構
成
さ
れ
、
一
同
大
変
感
激
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
生
の
受
け
入
れ

ブダペスト商科大学にて学生たちと記念撮影

ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
1
年
６
月
15
日

場
所
：
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
、ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

在ハンガリー日本国大使公邸にて政治・教育関係者等と
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等
に
つ
い
て
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
部
だ
け
で
な
く
、
大
学
院
を
含
め
、
英
語
で
の
ク

ラ
ス
が
あ
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
受
け
入
れ
方
が
で

き
る
と
の
話
が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
シ
ャ
ン
ド
ル=

ク
リ
ス
ト
・
エ
バ
学

長
主
催
の
夕
食
会
が
開
か
れ
、
非
常
に
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
あ
れ
こ
れ
に
つ

い
て
、
楽
し
い
話
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
６
月
16
日
、
訪
問
団
一
行
は
、
ブ
ダ

ペ
ス
ト
か
ら
、
車
で
３
時
間
ほ
ど
の
ニ
ー
レ
ジ
ハ
ー

ザ
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
広
く
新
し
い
キ
ャ
ン
パ

ス
の
大
学
に
到
着
す
る
と
、
本
学
へ
留
学
予
定
の
学

生
た
ち
に
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
会
場
に
お
い
て
は
、
水
田
理
事
長

が
、
す
で
に
ニ
ー
レ
ジ
ハ
ー
ザ
大
学
か
ら
本
学
に
き

て
い
る
学
生
た
ち
が
大
変
よ
く
大
学
に
な
じ
ん
で
、

楽
し
く
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

本
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
交
流
の
広
が
り
に
つ
い
て
、

今
後
さ
ら
に
幅
広
い
学
生
交
流
や
共
同
研
究
の
展
開

を
期
待
し
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
、

マ
ー
テ
ー
・
エ
ン
ド
レ
副
学
長
よ
り
大
学
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
学
部
構
成
の
あ
と
、
ニ
ー
レ
ジ
ハ
ー

ザ
大
学
は
特
に
地
域
と
と
も
に
あ
る
大
学
を
標
榜
し

て
お
り
、
地
域
の
企
業
と
連
携
し
商
品
を
開
発
し
て

い
る
こ
と
な
ど
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
内
各
所
を
案
内
い
た
だ
き
、
本
学
に

留
学
し
て
く
る
キ
テ
ィ
さ
ん
も
参
加
し
て
い
る
美
術

作
品
展
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
立
ち
会
い
、
最
後
に
薬

草
園
内
に
で
き
た
ば
か
り
の
日
本
庭
園
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ニ
ー
レ
ジ
ハ
ー
ザ
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
1
年
６
月
16
日

場
所
：
ニ
ー
レ
ジ
ハ
ー
ザ
大
学
、ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

　

２
０
１
１
年
６
月
16
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
１
の
医
科

系
大
学
で
あ
る
セ
ン
メ
ル
ヴ
ァ
イ
ス
大
学
を
城
西
大

学
杉
林
堅
次
先
生
と
飯
尾
唯
紀
先
生
が
訪
問
し
、
薬

学
部
長
の
ノ
サ
ー
ル
・
ベ
ー
ラ
教
授
と
面
会
、
本
学

の
学
術
交
流
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持
ち

ま
し
た
。

　

物
理
薬
剤
学
教
授
で
あ
る
ノ
サ
ー
ル
学
部
長
は
、

本
学
の
訪
問
に
際
し
、
杉
林
先
生
の
研
究
領
域
に
近

い
大
学
院
生
１
名
に
準
備
を
さ
せ
、
そ
の
学
生
に
最

近
の
実
験
結
果
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
わ
せ

ま
し
た
。
学
生
の
発
表
の
様
子
・
内
容
と
も
に
博
士

課
程
学
生
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
も
の
で
、
大
学
の
教
育

レ
ベ
ル
の
高
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
薬
学
部
は
５
年
制
で
、
Ｍ
．Ｓ
．

（M
aster of Scientist

）
で
試
験
に
受
か
れ
ば
薬
剤

師
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
※
。

　

ま
た
、
ノ
サ
ー
ル
先
生
と
、
本
学
と
の
大
学
院
修

士
課
程
の
１
＋
１
シ
ス
テ
ム
、
博
士
後
期
課
程
に
お

け
る
交
換
留
学
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
非
常
に
前
向

き
な
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
学
部
学
生

の
交
換
に
つ
い
て
も
１
週
間
か
２
週
間
の
短
期
で
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
歓
迎
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

※
注
：
日
本
は
６
年
制
で
Ｂ
．Ｓ
．（Bachelor of Scientist

）で
す
。センメルヴァイス大学薬学部のノサール・ベーラ教授

ニーレジハーザ大学にて理事長挨拶

薬
学
関
係
の
交
流
に
つ
い
て
：
セ
ン
メ
ル
ヴ
ァ
イ
ス
大
学
訪
問

日
時
：
２
０
１
1
年
６
月
16
日

場
所
：
セ
ン
メ
ル
ヴ
ァ
イ
ス
大
学
、ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

　

２
０
１
１
年
６
月
17
日
訪
問
団
一
行
が
エ
ト
ヴ
ェ

シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
（
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
）
の
本
部
棟
で

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
あ
い
だ
、
杉
林
堅
次
教

授
は
、
理
学
部
生
物
学
科
の
ボ
ッ
デ
ィ
・
ベ
ー
ラ
植

物
解
剖
学
科
長
に
、
新
理
学
部
棟
内
の
理
学
部
生
物

学
科
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ
ッ
デ
ィ
先
生

は
１
９
８
０
年
代
に
国
際
基
督
教
大
学
に
い
た
こ
と
が

あ
る
と
の
こ
と
で
、
非
常
に
親
日
的
な
先
生
で
し
た
。

　

最
初
に
鉱
物
・
生
物
展
示
館
の
一
部
を
見
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
こ
に
は
多
く
の
珍
し
い
鉱
物
や
動
物
の

骨
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ボ
ッ
デ
ィ
教
授

は
セ
ン
メ
ル
ヴ
ァ
イ
ス
大
学
の
薬
学
部
生
の
天
然
物

薬
学
関
係
の
交
流
に
つ
い
て
：

エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学（
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
）訪
問

日
時
：
２
０
１
1
年
６
月
17
日

場
所
：
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
、ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

エトヴェシュ・ロラーンド大学（ELTE）
理学部のボッディ・ベーラ先生
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２
０
１
１
年
６
月
17
日
、
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト

バ
ー
ン
大
学
と
城
西
国
際
大
学
観
光
学
部
が
仲
立
ち

し
、
新
た
な
都
市
間
交
流
を
促
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
が
進
展
す
る
中
、
こ
の
よ
う
な
交
流
か
ら
双
方
の

都
市
が
新
た
な
可
能
性
を
見
出
し
、
そ
の
可
能
性
を

拡
大
し
て
行
っ
て
も
ら
う
た
め
、
鴨
川
市
・
ゴ
ド

ロ
ー
市
友
好
交
流
提
携
を
ゴ
ド
ロ
ー
市
の
市
長
室
に

て
、
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
提
携
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
１
年
間

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
１
カ
月
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ハ
ン
ガ
リ
ー

学
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
鴨
川
に
独
自
の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
持
つ
観
光
学
部
が
あ
り
ま
す
。
鴨
川
は
年
間

４
０
０
万
人
の
来
訪
者
を
数
え
る
美
し
い
海
岸
線
や

日
本
の
原
風
景
と
な
る
棚
田
や
山
村
を
持
つ
観
光
都

市
で
、
人
口
は
約
３
・６
万
人
で
観
光
学
部
は
観
光
地

の
立
地
を
生
か
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
ゴ
ド
ロ
ー
市
は
、
首
都
ブ
ダ
ペ
ス

ト
か
ら
電
車
で
１
時
間
弱
の
距
離
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
次
ぐ
大
き
さ
の
バ
ロ
ッ
ク
式

宮
殿
で
あ
る
グ
ラ
シ
ャ
ル
コ
ビ
ッ
チ
宮
殿
を
持
つ
人

口
３
・
３
万
人
の
観
光
地
で
あ
り
、
ま
た
、
観
光
学
部

受
入
れ
学
生
の
多
く
を
送
っ
て
き
て
い
る
国
の
始
祖
の

名
を
戴
く
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
が
位
置
す

る
市
で
も
あ
り
、
大
学
と
市
と
の
連
携
も
活
発
で
す
。

　

城
西
国
際
大
学
は
、
地
域
密
着
型
総
合
大
学
を
目

標
の
一
つ
と
し
、「
地
域
に
貢
献
す
る
大
学
・
地
域

に
支
え
ら
れ
る
大
学
」
を
目
指
し
様
々
な
地
域
貢
献

型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
さ
に
こ
の
友
好
交
流
提
携
は
そ
の
代
表
的

な
例
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

本
提
携
書
締
結
に
至
る
ま
で
に
は
、
セ
ン
ト
・
イ

シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
と
の
交
流
の
機
会
を
用
い
、
双

方
の
市
長
の
交
流
に
向
け
て
の
意
向
の
親
書
が
交
換

さ
れ
て
お
り
、
つ
い
に
今
次
訪
問
で
、
鴨
川
市
長
代

理
と
し
て
の
親
書
を
託
さ
れ
た
城
西
国
際
大
学
副
学

長
・
観
光
学
部
長
の
石
田
益
実
教
授
が
片
桐
有
而
市

長
の
署
名
済
み
の
鴨
川
市
・
ゴ
ド
ロ
ー
市
友
好
交
流

提
携
書
を
ゴ
ド
ロ
ー
市
長
ゲ
ー
メ
シ
・
ジ
ョ
ル
ジ
氏

に
持
参
し
、
署
名
を
頂
き
、
め
で
た
く
市
友
好
交
流

提
携
締
結
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
お
り
し
も
提
携
書

の
署
名
は
、
本
年
度
Ｅ
Ｕ
議
長
国
と
な
っ
て
い
る
ハ

ン
ガ
リ
ー
で
の
様
々
な
Ｅ
Ｕ
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
が
ゴ
ド
ロ
ー
市
で
開
催
さ
れ
た

ば
か
り
で
、そ
の
様
子
は
世
界
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
代
表
団
は
ゴ
ド
ロ
ー
市
公
園
に
日
本

の
復
興
を
願
っ
て
の
桜
の
植
樹
を
し
て
お
り
、
何
か

日
本
と
の
深
い
縁
を
感
ず
る
署
名
式
で
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
６
月
17
日
、
訪
問
団
一
行
は
、
ブ
ダ

ペ
ス
ト
の
中
心
地
に
あ
る
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー

ン
ド
大
学
（
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ホ
ル
ヴ
ァ
ー
ト
・
ゾ
ル
タ
ー
ン
副
学
長
ほ
か
、
人

文
学
部
日
本
学
科
の
梅
村
祐
子
教
授
ら
と
と
も
に
現

在
本
学
で
学
ん
で
い
る
学
生
の
こ
と
、
来
期
か
ら
く

る
学
生
の
こ
と
、
そ
し
て
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

共
同
研
究
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
英

語
で
行
わ
れ
て
い
る
コ
ー
ス
も
多
数
あ
る
と
の
こ
と

で
、
本
学
か
ら
の
留
学
生
を
ぜ
ひ
受
け
入
れ
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
一
行
は
、
途
中
で
二
手
に
分
か

れ
、
杉
林
教
授
は
薬
学
関
係
の
打
ち
合
わ
せ
に
向
か

い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
元
修
道
院
で
あ
っ
た
建
物
を
改
築
し
、

現
在
教
員
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
な
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ

ル
ー
ム
に
お
い
て
、
本
学
に
留
学
し
て
く
る
学
生
た

ち
と
何
を
勉
強
し
た
い
か
、
今
後
ど
う
い
う
職
業
を

目
指
し
て
い
る
の
か
な
ど
和
や
か
に
懇
談
し
ま
し
た
。

ELTE にて本学へくる学生たちと懇談

エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学（
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｅ
）を
訪
問

日
時
：
２
０
１
1
年
６
月
17
日

場
所
：
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
、ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

ゴ
ド
ロ
ー
市
庁
舎
に
て

〝
鴨
川
市
・
ゴ
ド
ロ
ー
市
友
好
交
流
提
携
〟署
名
式

日
時
：
２
０
１
1
年
６
月
17
日

場
所
：
ゴ
ド
ロ
ー
市
庁
舎
、ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

　

２
０
１
１
年
６
月
18
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
訪
問
団
一
行

は
、
シ
ュ
デ
ィ
・
ゾ
ル
タ
ン
元
在
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大

ブ
ダ
ペ
ス
ト
応
用
美
術
館
と
交
流

日
時
：
２
０
１
1
年
６
月
18
日

場
所
：
国
立
ブ
ダ
ペ
ス
ト
応
用
美
術
館
、ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国

片桐鴨川市長の代理として提携書を受取る石田副学長とゲーメシ市長

化
学
の
教
育
も
行
っ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
一
方
、
本
学
の
薬
草
園
や
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
内

容
に
も
お
お
い
に
興
味
を
持
た
れ
た
よ
う
で
し
た
。

皮
膚
透
過
予
測
の
研
究
、
薬
用
植
物
の
研
究
、
糖
質

科
学
な
ど
で
共
同
で
き
る
も
の
は
な
い
か
と
の
話
も

あ
り
ま
し
た
。

　

学
生
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
英
語
力
が
か
な
り
必

要
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
英
語
が
話
せ
る
大
学
院
生

は
多
い
の
で
、
交
換
留
学
や
１
＋
１
に
つ
い
て
も
学

長
や
学
部
長
と
相
談
し
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。
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使
ご
夫
妻
の
紹
介
を
得
て
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

建
築
と
し
て
も
知
ら
れ
る
、
国
立
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト

応
用
美
術
館
（
日
本
で
は
工
芸
美
術
館
と
記
述
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
鬼
才
建
築
家
、
レ
ヒ
ネ
ル
・
エ
デ
ン

（
１
８
４
５
︱
１
９
１
４
年
）
の
設
計
に
よ
り
19
世

紀
末
に
完
成
し
た
建
物
で
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

建
築
、
デ
ザ
イ
ン
史
に
お
け
る
重
要
な
建
築
物
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
天
井
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
誇
る
ジ
ョ

ル
ナ
イ
工
房
が
、
精
根
を
こ
め
て
作
成
し
た
タ
イ
ル

で
装
飾
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
内
部
は
、
イ
ン
ド
・

ム
ガ
ー
ル
様
式
も
一
部
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

応
用
美
術
館
の
タ
カ
ー
チ
・
イ
ム
レ
館
長
、
ホ
ッ

プ
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
美
術
館
に
あ
る
フ
ァ
イ
ェ
シ
ャ

ク
・
ジ
ェ
ル
ジ
東
洋
美
術
部
門
代
表
と
本
学
美
術
館

の
特
徴
で
あ
る
浮
世
絵
や
日
本
美
術
に
つ
い
て
、
深

く
話
が
交
わ
さ
れ
、
城
西
国
際
大
学
に
学
芸
員
取
得

コ
ー
ス
に
つ
い
て
話
が
及
ぶ
と
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
し
て
喜
ん
で
学
生
を
受
け
入
れ
ま
す
と
の
提
案

も
あ
り
、
今
後
の
交
流
の
展
開
が
楽
し
み
で
す
。

　

そ
の
後
、
館
内
に
あ
る
秘
蔵
の
東
洋
美
術
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
案
内
い
た
だ
き
、
２
０
０
０
枚
に
も
お
よ
ぶ

浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
根
付
、
鍔
や
中
国
・
韓
国
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
８
月
20
日
～
21
日
の
日
程
で
、
天
津

外
国
語
大
学
（
修
剛
学
長
）
に
て
開
催
さ
れ
た
第
10

回
世
界
日
本
語
教
育
研
究
大
会
に
お
い
て
、
本
学
理

事
長
水
田
宗
子
先
生
が
招
か
れ
、
基
調
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
日
本

語
教
育
」
を
大
会
の
テ
ー
マ
に
、
世
界
各
国
か
ら
こ

れ
ま
で
の
最
高
人
数
で
あ
る
２
０
３
０
人
の
参
加

が
あ
り
、
前
文
部
科
学
副
大
臣
中
川
正
春
氏
を
は
じ

め
、
天
津
の
教
育
委
員
会
、
日
本
大
使
館
か
ら
は
堀

之
内
公
使
、
平
田
オ
リ
ザ
氏
な
ど
各
界
か
ら
来
賓
も

招
か
れ
、
日
本
語
教
育
に
貢
献
を
し
て
き
た
学
会
に

と
っ
て
、
今
回
は
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
意
義
深

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
田
理
事
長
は
、
20
日
午
後
３
時
10
分
よ
り
、

「
現
代
女
性
詩
に
お
け
る
『
わ
た
し
』
と
い
う
表
現

主
体
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま

ず
、
詩
歌
に
お
い
て
は
作
品
を
構
成
す
る
声
は
詩
人

自
身
の
声
で
あ
り
、
そ
れ
は
詩
人
の
内
面
を
直
接
的

に
表
現
す
る
声
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
、

そ
の
た
め
、
作
品
は
読
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
も
、
批
評

や
作
品
分
析
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
が

少
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
。
林
芙
美
子
、
左
川
ち

か
、
永
瀬
清
子
な
ど
戦
前
の
詩
人
と
、
石
垣
り
ん
、

茨
木
の
り
子
、
白
石
か
ず
こ
、
吉
原
幸
子
な
ど
の
戦

後
世
代
の
詩
人
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
、「
わ
た
し
」

が
個
人
的
な
「
わ
た
し
」
の
思
想
や
心
象
風
景
を
表

現
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
直
接
的
な
詩
人
の
生
の
声

を
超
え
て
、
複
雑
な
世
界
と
「
女
性
と
い
う
自
己
」

の
関
係
を
虚
構
の
作
品
世
界
に
展
開
す
る
た
め
の
多

様
な
役
割
を
果
た
す
、
表
現
の
仕
掛
け
で
あ
る
事
を

論
じ
ま
し
た
。
講
演
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は
、
非

常
に
新
鮮
で
興
味
深
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
自
分
で
さ

ら
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

水
田
理
事
長　

世
界
日
本
語
教
育
研
究
大
会
で
基
調
講
演

日
時
：
２
０
１
1
年
８
月
20
日
〜
21
日

場
所
：
天
津
外
国
語
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

ジョルナイの天井が美しい応用美術館玄関で館長と

理事長基調講演

　

天
津
外
国
語
大
学
（
修
剛
学
長
）
に
て
開
催
さ
れ

た
第
10
回
世
界
日
本
語
教
育
研
究
大
会
に
参
加
す
る

た
め
に
天
津
を
訪
問
し
て
い
た
城
西
大
学
・
城
西
国

際
大
学
一
行
は
、
本
学
で
学
ん
で
巣
立
っ
て
い
っ
た

学
生
た
ち
と
懇
親
会
を
持
ち
、
天
津
学
友
会
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
８
月
20
日
午
前
10
時
か
ら
、
天
津
外

国
語
大
学
近
く
の
茶
店
で
、
理
事
長
を
は
じ
め
と
す

る
両
大
学
の
教
員
、
そ
し
て
、
す
で
に
中
国
に
お
い

て
、
大
学
教
員
と
職
員
と
し
て
、
そ
し
て
保
険
会

社
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
た
ち
が

集
ま
り
、
旧
交
を
あ
た
た
め
、
現
在
ど
の
よ
う
な
仕

事
に
携
わ
っ
て
い
る
か
な
ど
の
報
告
を
し
、
中
国
茶

と
と
も
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
天
津
学
友
会
の
バ
ッ
ジ
を
配
布
し
、
来

年
か
ら
年
に
一
度
は
、
集
ま
れ
る
よ
う
に
と
、
再
会

を
約
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

天
津
学
友
会
発
足

日
時
：
２
０
１
1
年
８
月
20
日

場
所
：
天
津
、中
華
人
民
共
和
国

学生より近況報告
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２
０
１
１
年
８
月
21
日
、
理
事
長
を
始
め
と
す
る

城
西
国
際
大
学
一
行
は
、
天
津
理
工
大
学
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
天
津
理
工
大
学
は
１
９
８
１
年
に
創

立
さ
れ
た
天
津
市
教
育
委
員
会
直
属
の
大
学
で
、
工

科
を
中
心
と
し
、
工
学
、
理
学
、
文
学
、
法
学
、
管

理
学
な
ど
を
設
置
す
る
理
工
系
総
合
大
学
で
す
。
現

在
、
14
学
院
と
４
学
部
38
学
科
56
の
専
門
分
野
と
21

の
修
士
課
程
を
擁
す
る
総
合
大
学
で
す
。

　

天
津
理
工
大
学
と
城
西
国
際
大
学
は
、
共
同
教
育

の
分
野
に
お
い
て
、
緊
密
な
交
流
関
係
を
保
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
天
津
理
工
大
学
の
日
本
語
専
攻
の

学
生
は
、
城
西
国
際
大
学
の
学
部
と
大
学
院
で
留
学

し
、
日
本
語
力
と
研
究
能
力
を
研
鑽
し
て
い
ま
す
。

　

天
津
理
工
大
学
の
馬
建
標
学
長
、
張
樺
副
学
長
お

よ
び
国
際
交
流
処
、
外
国
語
学
院
の
方
々
が
、
城
西

国
際
大
学
一
行
を
温
か
く
迎
え
、
初
め
て
の
訪
問
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
古
い
友
人
が
再
会
し
た
よ
う
な
雰

囲
気
の
中
で
会
見
し
ま
し
た
。
馬
建
標
学
長
は
、
天

津
理
工
大
学
の
人
材
育
成
の
目
標
を
紹
介
し
た
後
、

水
田
理
事
長
は
、
東
日
本
大
地
震
の
際
に
、
中
国
の

姉
妹
大
学
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
に
感
謝
し
た
後
、

国
際
教
育
の
人
材
育
成
の
特
色
を
説
明
し
、
今
後
天

津
の
経
済
発
展
に
応
じ
て
、
天
津
理
工
大
学
と
の
交

流
を
繰
り
広
げ
、
環
境
分
野
を
始
め
、
語
学
分
野
の

ハ
イ
レ
ベ
ル
人
材
の
養
成
に
協
力
す
る
学
部
学
科
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

会
見
後
、
馬
建
標
学
長
は
、
み
ず
か
ら
天
津
理
工

大
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
案
内
し
、
建
設
中
の
各
教
育

施
設
を
説
明
し
ま
し
た
。
明
る
い
陽
射
し
に
輝
い
た

広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
両
大
学

の
責
任
者
は
今
後
の
交
流
に
一
層
の
期
待
を
こ
め
て
、

邁
進
し
て
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

天
津
理
工
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
1
年
８
月
21
日

場
所
：
天
津
理
工
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

記念品贈呈

　

２
０
１
１
年
８
月
21
日
、
理
事
長
を
始
め
、
天
津

を
訪
問
し
て
い
た
城
西
国
際
大
学
一
行
は
、
南
開
大

学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
南
開
大
学
濱
海
学
院
の
楊
清

海
院
長
は
、
日
本
語
学
科
王
健
宜
学
科
長
と
と
も

に
、
本
学
訪
問
団
と
懇
談
を
し
ま
し
た
。
両
大
学

は
、
現
在
の
天
津
の
経
済
発
展
に
つ
い
て
、
感
想
を

述
べ
、
経
済
発
展
に
必
要
な
人
材
育
成
を
巡
っ
て
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
共
同
教
育
の
分
野
に
お
け
る

教
育
交
流
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
学
生
の
短
期
研
修

を
拡
大
し
、
天
津
の
エ
コ
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
高
齢
化
社
会
な
ど
の
現
状
に
対
応
し
て
、
環
境
と

福
祉
分
野
の
人
材
育
成
に
、
よ
り
一
層
の
教
育
、
学

術
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。

　

会
見
後
、
城
西
国
際
大
学
一
行
は
、
王
健
宜
先
生
の

ご
案
内
で
、
南
開
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巡
り
、
そ
し

て
中
国
で
著
名
な
画
家
、
南
開
大
学
教
授
範
曾
氏
の
作

品
展
、周
恩
来
元
首
相
の
肖
像
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
９
月
８
日
～
10
日
、
日
独
交
流

１
５
０
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
ケ
ル
ン
大

学
に
お
い
て
「
急
速
に
変
化
す
る
世
界
に
お
け
る
伝

統
的
な
調
査
研
究
の
今
後
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
３

日
間
の
日
程
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
、
複
数
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
震
災
後
の
日
本
も
意
識
し
た
多
く
の
議
論

が
な
さ
れ
、
ま
た
参
加
し
た
多
く
の
大
学
と
ケ
ル
ン

大
学
と
の
交
流
の
機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ケ
ル
ン
大
学
は
日
本
と
の
交
流
に
大
変
な
力
を
入

れ
て
お
り
、
今
回
も
本
学
を
は
じ
め
東
京
大
学
、
一

橋
大
学
、
お
茶
の
水
大
学
、
慶
応
大
学
、
上
智
大

学
、
関
西
大
学
な
ど
同
大
学
と
提
携
協
定
の
あ
る
大

学
を
中
心
に
参
加
招
聘
を
受
け
た
も
の
で
、
理
事
長

シンポジウムオープニング

日
独
交
流
１
５
０
周
年
記
念
ケ
ル
ン
大
学
主
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

日
時
：
２
０
１
1
年
９
月
８
日
〜
10
日

場
所
：
ケ
ル
ン
大
学
、ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

南開大学濱海学院楊院長と会見

天
津
・
南
開
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
1
年
８
月
21
日

場
所
：
南
開
大
学
、中
華
人
民
共
和
国
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代
理
と
し
て
並
河
克
彦
学
校
法
人
経
営
企
画
室
長
、

ポ
ー
ル
・
シ
ャ
ロ
ウ
城
西
国
際
大
学
国
際
人
文
学
部

教
授
（
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス　

デ
ィ
レ

ク
タ
ー
）
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
学
と
ケ
ル
ン
大
学
は
２
０
１
０
年
３
月
、
学
術

協
定
を
締
結
。
す
で
に
、
こ
れ
ま
で
も
両
学
間
の
交

換
学
生
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
城
西
国
際
大

学
か
ら
１
名
留
学
中
で
、
ケ
ル
ン
か
ら
の
第
２
陣
が

準
備
中
で
す
。
今
回
の
訪
問
で
も
日
本
語
・
日
本
文

化
は
当
然
な
が
ら
、
さ
ら
に
幅
広
い
分
野
で
の
学
生

交
流
拡
大
の
期
待
と
実
施
を
双
方
で
確
認
し
ま
し

た
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
２
０
１
１
年
９
月
12
日
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情

報
工
科
大
学
と
包
括
的
な
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学
は
１
９
９
４
年

設
立
、
学
生
数
４
０
０
０
名
。
情
報
科
学
部
、
新
メ

デ
ィ
ア
美
術
学
部
、
情
報
管
理
学
部
、
建
築
学
部
、

日
本
文
化
学
部
の
５
学
部
か
ら
な
る
私
立
大
学
で
す
。

設
立
時
に
は
日
本
政
府
も
Ｉ
Ｔ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

人
材
育
成
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
と
協
力
し
て
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
分
野
で
の
人
材
輩
出
な
ど
で
現
在
で
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
私
立
大
学
の
ト
ッ
プ
校
（
複
数
の

媒
体
・
メ
デ
ィ
ア
評
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
に
は
日
本
文
化
学
部
を
設
立
、
近
年
は

日
本
語
・
日
本
文
化
の
教
育
に
力
を
注
い
で
お
り
、

こ
の
分
野
に
強
く
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
教
育
の
充
実

し
た
本
学
と
の
交
流
を
相
互
に
検
討
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
を
通
じ
て
正
式
に
紹
介
が

あ
り
、
２
０
１
１
年
９
月
、
学
校
法
人
城
西
大
学
よ

り
並
河
経
営
企
画
室
長
が
理
事
長
代
理
と
し
て
訪
問

し
、
ノ
ヴ
ァ
ツ
キ
学
長
と
面
談
、
包
括
学
術
協
定
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
訪
問
で
は
、
他
に
ワ
ル
シ
ャ

ワ
大
学
日
本
語
学
科
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
学
科
か

ら
の
本
学
で
の
日
本
語
・
日
本
文
化
の
学
習
の
た
め

の
留
学
生
派
遣
、
同
大
学
で
の
広
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

関
す
る
本
学
か
ら
の
留
学
生
受
け
入
れ
に
つ
い
て
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
学
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
交
流
に
お
い
て
国
内
屈

指
の
教
育
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
を
含
め
た
中
欧
地
域
で
の
交
流
の
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学
と
包
括
学
術
協
定
締
結

日
時
：
２
０
１
1
年
９
月
12
日

場
所
：
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学
、ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国

日本語学科の校舎

　

本
学
が
実
施
す
る
短
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
日

本
学
生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
の
「
平
成
23

年
度
留
学
生
交
流
支
援
制
度
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ
ッ
ト
）」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
制
度
は
、
学
生
相
互
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
大
学

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
に
寄
与
し
、
大
学
等
の

国
際
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も

の
で
す
。
対
象
学
生
に
は
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
る
の

で
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
学
か
ら
は
、
左
の
７
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
総
合
大
学
と
し
て
多
彩
な
国
際
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

海
外
留
学
・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
新
情
報
は
、

本
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

（http://jiu.ac.jp/kcenter/

）

本
学
の
短
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
日
本
学
生
支
援
機
構
の

留
学
生
交
流
支
援
制
度
に
採
択

日
時
：
２
０
１
1
年
７
月
６
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学

【セントイシュトバン大学（ハンガリー）特別交換留学】 （SS＆SV）
本学観光学部の学生と、ハンガリーのセントイシュトバン大学の学生との
交換留学プログラム。１ヶ月間、語学トレーニングと観光実務などの研修
を実施し、観光に関する知識を実践を通して身につけます。

【UCR･RCC JIU メディア学部短期研修プログラム】 （SS）
米国の UCR（カリフォルニア大学リバーサイド校）・RCC（リバーサイ
ドコミュニティカレッジ）の学生を対象に実施。メディア学部での研修を
通して、情報発信力を高めます。

【言語文化学習と国際コミュニケーション能力育成プログラム】 （SV）
国際人文学部の学生を対象としたプログラム。米国・中国・韓国で実施
し、現地大学でのフィールドスタディや現地学生との交流を図り、国際理
解力を深めます。

【メディア学部米国 UCR 研修プログラム】 （SV）
メディア学部の学生を対象に実施。UCR での研修を通して、グローバル
化したメディア業界を体験することを目的としています。

【米国 UCR-JIU Pharmacy Internship Program 2012】 （SV）
薬学部の学生を対象に実施。米国の医療現場を訪問し、日米の医療システ
ムや薬剤師のあり方を比較することで、国際的な視野を広げることができ
ます。

【サマー／ウインターセミナー UCR・カモーソン・カレッジ】 （SV）
UCR、カモーソン・カレッジ（カナダ）で実施するプログラム。語学トレー
ニングや現地学生との交流、ホームステイなどを経験します。

【中国大連・天津・北京への海外研修プログラム】 （SV）
観光学部の学生を対象に実施。中国各都市での観光資源を把握したり、中
国人観光客から見た日本の魅力を調査。中国の観光事情への理解を深める
ことができます。

※プログラムの区分について
　SS ＆ SV：学生受入れ、学生派遣の両方を支援するプログラム
　SS：学生受入れのみを支援するプログラム
　SV：学生派遣のみを支援するプログラム
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アクセス インフォメーション
●東京メトロ有楽町線　麹町駅 1番出口より徒歩3分
●東京メトロ半蔵門線・南北線　永田町駅9a番出口より徒歩5分
●東京メトロ丸ノ内線・銀座線　赤坂見附駅D出口より徒歩8分
●JR中央線・総武線　四ツ谷駅より徒歩10分

地下鉄有楽町線
地下鉄半蔵門線

地下鉄銀座線
地下鉄丸ノ内線

地下鉄南北線
JR線

JR中央線・
総武線

迎賓館

新宿通り

外
堀
通
り

内
堀
通
り

文藝春秋社

青山
通り

ルポール麹町
（麹町会館）

都道府県会
館

ルポール麹町
（麹町会館）

国立国会図書館
都道府県会

館

国会議事堂

国立劇場

最高裁判所

皇　居

ホテル
ニューオータニ

四
谷
駅

永田町駅

四
谷
駅 麹

町
駅

赤
坂
見
附
駅

半
蔵
門
駅

東京紀尾井町キャンパス

3号棟（建設予定地）

2号棟

4号棟

●周辺図
　

今
号
は
若
手
研
究
者
に
よ
る
戦
前
の
主
婦
像
の
考

察
か
ら
現
代
女
性
作
家
の
身
体
表
象
論
ま
で
幅
広
い

テ
ー
マ
の
論
考
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

U
.S.-Japan W

om
en's Journal

は
日
米
間
を
中

心
に
他
地
域
を
加
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
っ

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
の
学
術
交
流
、
情
報
交
換
を
目

的
に
、
女
性
、
男
性
、
家
族
、
労
働
、
社
会
問
題
、

文
化
研
究
等
に
つ
い
て
の
論
考
を
掲
載
す
る
英
文
誌

で
す
。
学
校
法
人
城
西
大
学
国
際
学
術
文
化
振
興
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
が
年
に
２
冊
刊
行
し
て

お
り
ま
す
。
購
入
方
法
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
に

つ
い
て
は
学
校
法
人
城
西
大
学
国
際
学
術
文
化
振
興

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.josai.jp/jicpas/usjw

j/index.htm
l

）

出
版
活
動
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